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東京海洋大学 江戸前ESD協議会 〒108-8477 東京都港区港南4-5-7 東京海洋大学品川キャンパス 
ESDとは「持続的発展のための教育  (Education for Sustainable Development)」 です。 
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 写真6 右手から、小菅さん、手良村さん。 
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本操業再開に向けて若手育成と風評被害対策を 
















































































































































 写真9 最初は真白だった模造紙も… 
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黒田 麗子（ 海洋政策文化学科 ２年）・新城 ○○（海洋環境学科 ４年） 
６次産業化への取り組みで地域活性化をはかる 
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編 集 後 記 
（１ページから続く）間、ボランティアや親戚のお見舞いに来た
方々に宿泊場所を提供したことを一つの契機として農家民
宿いちばん星を始められたのことです。 
 翌24日朝には、一昨年開場した、相馬双葉地区の沿岸漁業
復興拠点である「磯部地区水産物流通加工業協同組合」を見
学させていただきました。相馬双葉地区で水揚げされた水産
物の約半分はここに集荷され、必要に応じて加工し、証明の
ための検査ののちに出荷されます。ここでは、シラスの全量
検査ができる最先端技術機器などを見学させていただき、そ
の後に、相馬双葉地区の水産物の流通復旧の取り組みやこれ
からの構想などについて、渡部（わたのべ）裕次郎・相双漁
協参事からお話を伺いました。 
 その後、鹿島支所に場所を移して、ワークショップ「鹿島
の海と魚を語ろう」をおこないました。福島の漁業の今と鹿
島の漁業・魚食文化を学び、その後、鹿島の浜の魅力をどう
つくるかをテーマに話し合いました。始めに、佐藤さんと新
関さんから鹿島の漁業の状況を伺い、お昼には、女性部が腕
をふるったシラウオづくしをいただきながら、鹿島の魚料理
についてお話しいただきました。その後、３つのテーブルに
分かれて、「鹿島自慢」、「残念！鹿島」、「これから鹿島
でやりたいこと」の３点について話し合い、全体で共有しま
した。ワークショップの最後には、松野豊喜・相双漁協鹿島
支所代表からご挨拶をいただきました。 
 本号では、このワークショップの内容を参加学生からの報
告によってご紹介いたします。 
写真15 女性部の方々に調理いただいた、鹿島の
魚を使った料理。旬のシラウオの炊き込みご
飯、シラウオの刺身、シラウオのやまかけ、そ
して２種のカレイの天ぷらと煮つけです。 
写真14 鹿島で獲れた魚の料理について女性部
部長の桑折（こおり）さんから伺いました。 
写真13 ワークショップ始めに、新関さん（左）
と佐藤さん（右）のお二人が掛け合いで鹿島の
漁業について解説してくださいました。 
ふりかえりシートから 
 ワークショップ終了後に参加
者のみなさまにご記入いただいた
感想を紹介します。 
◆ 鹿島支所の方々から 
  自分が知らなかった地元の
良いところを知ることがで
きました。 
 これからの食文化は魚。取り
組みを伝えて欲しい。 
 学生さんには今日ここで感
じたことを周囲に広めても
らいたい。 
◆ 海洋大生から 
 食べ物がとてもおいしかっ
た。 
 ものは良いのに出荷できな
い苦労を知りました。 
 漁業者の方の、何か取り組み
たいけれどどのように動い
たら良いのか分からないと
いう状況を感じました。 
 鹿島の方々それぞれが鹿島
のことをよく考えておられ
るので、今後の発展が楽しみ
です。 
